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担当課 県北振興局道路建設第二課

担当課長名 山田　正史

平戸市春日町
平戸市春日町

事業
区分

道路改築事業

　主要地方道平戸田平線は、平戸市野子町宮ノ浦を起点とし同市田平町小手田免を終点とする幹線
道路である。本　区間は第二次緊急輸送道路に指定されているが、幅員狭小で線形も悪く危険である
ことから、道路整備により、走行性・安全性の向上及び緊急輸送道路としての機能強化を図るものであ
る。

　地域の拠点間を結ぶ道路の交通円滑化を図り、日常生活の利便性等の向上や拠点の形成を強く支
援する道づくり、平戸市の主要産業である観光産業の活性化を目的としている。

起終点

事業概要

事業の目的・必要性

延長 0.45km

事業概要図
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事後評価結果 （令和 6 年度）

事業名
主要地方道平戸田平線
春日工区
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（R22推計）
台／日

総便益 24.6

（供用前現道→当該路線）

分析結果 事業費
整備対効果
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維持管理費
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分析結果
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　世界遺産登録に関する調整により、平成23年度から平成25年度まで事業休止した。
　平成29年度の再評価以降は事業遅延はない。
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基準年度

主要地方道平戸田平線（春日工区）

L=450ｍ W=5.5(7.0)m

至 田平町

至 生月町

春日集落



特になし
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特記事項

客観的評価指標に対する事後評価項目
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道路改良により、車両走行の安全性が確保された。

その他評価すべきと判断した項目

環境影響評価に対する項目

走行時間の短縮（124秒）

特になし

事業を巡る社会経済情勢等の変化

　関係機関と連携し適切な事業管理に努め、事業効果が早期に発現できるよう早期完成に努める。

（同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性）

　平成30年7月に「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界文化遺産に登録され、構成資産
である「平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」への関心が高まっている。

対応方針

（今後事後評価の必要性及び改善措置の必要性）
当該事業に係わる対応方針

　道路整備により、車両走行性の向上及び利用者の安全性確保が図られており、事業の効果が確認で
きることから、今後の事業評価、改善措置の必要性はない。

同種事業に係わる対応方針

その他評価すべきと判断した項目
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